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2019 年 7 月 14 日 

 

SUPER FORMULA レースレポート 

2019 SUPER FORMULA シリーズ第 4戦 FUJI 

雨の中、16 号車の野尻選手は我慢の走りで 4 位入賞、 

 初トライとなる 15 号車のオワード選手は 14 位で終える 

 

シリーズ名：2019 全日本スーパーフォーミュラ選手権シリーズ 第 4戦 
大会名：2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第 4 戦 
距離：241.839km（4,563m×53周） 

 
 

7 月 13 日（土） 
 

■公式予選：#16 野尻 智紀（4位）#15 パトリシオ・オワード（DNF） 
■天候：曇りのち雨 
■路面：ウエット 
■観客動員数：10,200 人 
 
今大会よりパトリシオ・オワード選手が 15 号車を担当する新体制がスタートしました。 
午前のフリー走行では、オワード選手にとって初の SF19、そして富士スピードウェイでは     

あったものの8 番手をマーク。野尻選手もタイヤに影響されることなく好タイムを記録し、両選手
共に予選のセットアップ次第では上位を狙える結果でした。しかしながら予選直前から雨が降り出
し、路面はウエットコンディションとなり、選手達は気持ちを切り替え予選に臨みました。 
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【中野監督】 
 

15 号車にパトリシオを迎え、スタッフ全員が今日まで一生懸命 
準備をしてくれました。金曜日の専有走行では SF19 の初ドライブ
を通じ問題点と課題を確認、またその修正も行いました。 

 
翌土曜日の 2 度目の走行でしっかりと結果を出すところから、  

（パトリシオは）修正能力が高いドライバーであると感じました。
今後の活躍に期待が膨らみます。 
 
午後には雨が降り始め、パトリシオにとっての初のレインタイヤが

初の予選に重なる事となりました。結果はコースイン直後にスピン、
再始動出来ず終了。彼のレインタイヤでの走行を見たかったので残念
です。 

 
決勝まで雨が続くようであれば、兎に角最後まで走りきり、タイヤや車の特性を習熟し、可能

であれば上位に食い込む事が出来ればと考えます。 
 
16 号車に関しては、ここまでの課題を金・土曜日を通じクリアする事が出来ました。ドライ  

タイヤの感触も良かったです。雨の予選でしたがQ1から Q3までセットを煮詰めた上で、課題を
見つけることもできました。決勝は良いポジションからのスタートなので優勝のチャンスも十分に
あると思っています。 
 
 
 
 

 
【野尻選手】 

 
金・土曜日のフリー走行はこれまでの 3 レースでの課題を見極め、   

実のあるテスト走行ができました。Q1 は雨でギリギリのペースでしたが、
Q2 で問題となる箇所を修正し、Q3 では 4 位につける事ができました。  
また併せて改善の余地を見出す事も出来ました。 

 
決勝は好ポジションからのスタートなので、表彰台に上がれるよう  

兎に角頑張ります。 
 
 
 
 

 
【オワード選手】 
  

TEAM MUGEN の一員になれて嬉しいです。準備に携わって下さ
った関係者の皆さまに感謝申し上げます。ありがとうございます。 

  
金曜日の走り出しではいろいろな事を試みました。その後、  

（エンジニアの）星さんと一緒に車やタイヤの特性を学びました。
土曜日の朝はいい感触で走れました。車のバランスも良かったです。
ミディアムタイヤの温め方は難しいですね。まだ学ぶべきことが  
沢山ありますが、楽しいです。予選はミスをしてしまいました。  
ゴメンナサイ。決勝はチームと共に学び、最後まで走って結果を  
残します。ガンバリマス。オウエンシテクダサイ。 
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7 月 14 日（日） 
 
■決勝：#16 野尻 智紀（4位）#15パトリシオ・オワード（14位） 
■天候：雨 
■路面：ウエット 
■観客動員数：15,300 人 
 

 
決勝日、朝のフリー走行は雨。16 号車、野尻選手の車両バランスは良く、決勝で更に上を狙え

る状態。15 号車、オワード選手もウエットタイヤの感触を慎重に確認。チームの雰囲気も良く  
両選手とも上位を目指し決勝に挑みました。 
 
 

 
【中野監督】 

 
決勝も雨、予選での課題を明確化するため朝のフリー走行では試行  

錯誤を繰り返し、結果、2 台ともまずまずのスタートを切る事が出来
ました。 

 
16 号車は前 3 台に少しづつ離されてしまい最後は我慢のレース 

でしたが、野尻選手のテクニックと頑張りで 4位でフィニッシュ。   
 
15 号車は最後まで走り切る事を最低限の目標とし、“学習”も意識 

しながらの走行となりました。ドライ・ウエット（タイヤ）共に経験
できた事は大きな収穫です。短期間とは言えチームとの連帯が深まっ
たとの事ですので、これからが楽しみです。 
 

2 台揃っての表彰台を目指します。引き続き、応援よろしくお願い
いたします。 

 
 

【野尻選手】 
 

いま一歩のところで表彰台に届かず悔しいです。このレースでは自分の持て
る力を 100％出し切りました。 

茂木ではこの悔しさを力に変え勝利目指して頑張ります。関係者様の御協力
に感謝申し上げます。また、これからも応援よろしくお願いします。 

 
 

 
 
 

 
 
【オワード選手】 
 
タフなレースでした。多くを学ぶ事が出来、楽しくレースを終え

る事が出来ました。引き続き多くを学び、多くにトライしなければ
いけませんが、とにかく次のレースが楽しみです。 

 
今日のレースの為に様々な準備をして下さりありがとうござい 

ました。次はもっと良い結果を残します。期待していて下さい。 
 
アリガトウ！ 
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Q1 Q2 Q3
1 No.64 アレックス・パロウ / TCS NAKAJIMA RACING 1’36.921 1’38.220 1’39.167
2 No.39 坪井翔 / JIMS P. MU/CERUMO・INGING 1’37.371 1’38.557 1’39.252
3 No.19 関口雄飛 / ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 1’37.231 1’37.791 1’39.311
4 No.16 野尻智紀 / TEAM MUGEN 1’37.976 1’38.352 1’39.890
5 No.37 ニック・キャシディ / VANTELIN TEAM TOM'S 1’37.251 1’38.449 1’40.021
6 No.38 石浦宏明 / JMS P.MU/CERUMO・INGING 1’37.195 1’37.924 1’40.051
7 No.8 大嶋和也 / TEAM LEMANS 1’37.967 1’38.882 1’40.832
8 No.65 牧野任祐 / TCS NAKAJIMA RACING 1’37.453 1’38.654 1’53.080
9 No.1 山本尚貴 / DOCOMO TEAM DANDELION RACING 1’37.770 1’39.136

10 No.36 中嶋一貴 / VANTELIN TEAM TOM'S 1’37.692 1’39.209
11 No.17　塚越 広大 / REAL RACING 1’37.628 1’39.649
12 No.5 福住 仁嶺 / DOCOMO TEAM DANDELION RACING 1’36.868 1’43.674
13 No.4 国本雄資 / KONDO RACING 1’38.128
14 No.20 平川亮 / ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 1’38.186
15 No.50 ルーカス・アウアー / B-Max Racing with motopark 1’38.234
16 No.51 ハリソン・ニューウェイ / B-Max Racing with motopark 1’38.247
17 No.7 アーテム・マルケロフ / TEAM LEMANS 1’38.261
18 No.3 山下健太 / KONDO RACING 1’38.273
19 No.18 小林可夢偉 / carrozzeria Team KCMG 1’38.436

No.15 パトリシオ・オワード / TEAM MUGEN

Po. DRIVER

2019 Fuji Qualify Result
SUGO

Time Delay Laps
1 No.64 アレックス・パロウ / TCS NAKAJIMA RACING 1:36’27.150 13 Laps 53
2 No.39 坪井翔 / JIMS P. MU/CERUMO・INGING 1:36’40.509 13.359 53
3 No.37 ニック・キャシディ / VANTELIN TEAM TOM'S 1:36’41.830 14.68 53
4 No.16 野尻智紀 / TEAM MUGEN 1:37’17.725 50.575 53
5 No.36 中嶋一貴 / VANTELIN TEAM TOM'S 1:37’18.483 51.333 53
6 No.18 小林可夢偉 / carrozzeria Team KCMG 1:37’19.598 52.448 53
7 No.38 石浦宏明 / JMS P.MU/CERUMO・INGING 1:37’23.082 55.932 53
8 No.19 関口雄飛 / ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 1:37’37.113 1’09.963 53
9 No.5 福住 仁嶺 / DOCOMO TEAM DANDELION RACING 1:37’38.585 1’11.435 53

10 No.65 牧野任祐 / TCS NAKAJIMA RACING 1:37’46.018 1’18.868 53
11 No.1 山本尚貴 / DOCOMO TEAM DANDELION RACING 1:37’49.860 1’22.710 53
12 No.20 平川亮 / ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 1:37’54.871 1’27.721 53
13 No.8 大嶋和也 / TEAM LEMANS 1:35’58.886 1Lap 52
14 No.15 パトリシオ・オワード / TEAM MUGEN 1:36’45.333 1Lap 52
15 No.4 国本雄資 / KONDO RACING 1:36’58.335 1Lap 52
16 No.51 ハリソン・ニューウェイ / B-Max Racing with motopark 1:37’27.581 1Lap 52
17 No.3 山下健太 / KONDO RACING 1:36’35.028 2Laps 51
18 No.17　塚越 広大 / REAL RACING 1:37’41.791 2Laps 51
19 No.7 アーテム・マルケロフ / TEAM LEMANS 1:37’00.444 3Laps 50
20 No.50 ルーカス・アウアー / B-Max Racing with motopark 1:38’00.821 13Laps 40

SUGO

2019 Fuji Race Result
Po. DRIVER
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Rd.1 Rd.2 Rd.3 Rd.4 Rd.5 Rd.6 Rd.7
SUZUKA AP SUGO FUJI MOTEGI OKAYAMA SUZUKA

1 DOCOMO TEAM DANDELION RACING 8 12 14 34
2 VANTELIN TEAM TOM'S 10 1 5 10 26
3 TCS NAKAJIMA RACING 8 10 18
4 JIMS P. MU/CERUMO・INGING 4 2 10 16
5 KONDO RACING 9 2 4 15
6 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 10 1 11
7 carrozzeria Team KCMG 8 3 11
8 TEAM MUGEN 6 5 11
9 B-Max Racing with motopark 2 6 8

10 UOMO SUNOCO TEAM LEMANS 6 6
REAL RACING

2019 STANDINGS DRIVER/TEAM
Po. TEAM Total

Rd.1 Rd.2 Rd.3 Rd.4 Rd.5 Rd.6 Rd.7

SUZUKA AP SUGO FUJI MOTEGI OKAYAMA SUZUKA

1 No.1 山本尚貴 / DOCOMO TEAM DANDELION RACING 8 8 11 27
2 No.37 ニック・キャシディ / VANTELIN TEAM TOM'S 10 1 5 6 22
3 No.64 アレックス・パロウ / TCS NAKAJIMA RACING 3 11 14
4 No.39 坪井翔 / JIMS P. MU/CERUMO・INGING 4 8 12
5 No.19 関口雄飛 / ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 10 1 11
6 No.18 小林可夢偉 / carrozzeria Team KCMG 8 3 11
7 No.3 山下健太 / KONDO RACING 6 2 3 11
8 No.16 野尻智紀 / TEAM MUGEN 5 5 10
9 No.50 ルーカス・アウアー / B-Max Racing with motopark 2 6 8

10 No.5 福住 仁嶺 / DOCOMO TEAM DANDELION RACING 4 4 8
11 No.8 大嶋和也 / TEAM LEMANS 6 6
12 No.65 牧野任祐 / TCS NAKAJIMA RACING 1 5 6
13 No.4 国本雄資 / KONDO RACING 3 1 1 5
14 No.36 中嶋一貴 / VANTELIN TEAM TOM'S 4 4
15 No.38 石浦宏明 / JMS P.MU/CERUMO・INGING 2 2 4

No.7 アーテム・マルケロフ / TEAM LEMANS
No.15 パトリシオ・オワード / TEAM MUGEN - - -
No.17　塚越 広大 / REAL RACING -
No.20 平川亮 / ITOCHU ENEX TEAM IMPUL
No.51 ハリソン・ニューウェイ / B-Max Racing with motopark

Po. DRIVER Total

2019 STANDINGS DRIVER/TEAM
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